
第Ｘ群３６席

放射線療法を受ける脳腫瘍患者のまだら脱毛に対する心理的変化とその要因
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後のまだら脱毛に対する心理やその要因を表すコード

を選択しまとめた。また対象の表情、言葉の抑揚や語

った頻度、強意語から心理に強弱を付けた。３）全対象

のコードを集め、共通点や類似点、相違点などからコ

ード群を分類し、サブカテゴリーを抽出した。４）サブ

カテゴリーを更に整理・分類して、カテゴリーを抽出

し、心理的変化の過程とその要因を描出した。信頼性

を確保するために、各分析において研究者間で討議を

繰り返し､また､スーパーバイザーからの助言を得た。

６．倫理的配慮：事前に研究の主旨、得られた情報は

研究目的以外に使用しないこと、参加を拒否しても今

後の治療や看護に影響しないことを説明し、書面にお

いて同意を得た。

Ⅱ、結果

放射線療法の副作用である、まだら脱毛に関する知

識の獲得は、主治医からの説明によって初めて獲得し

たケースと、これまでの人生経験の中で獲得していた

ケースの２通りであった。しかし、まだら脱毛に対す

る思いを表現した言葉に大きな違いはなかったため、

合わせて分析を行なった。そして、放射線療法を受け

る脳腫瘍患者のまだら脱毛に対する心理的変化とその

要因について、対象者から得たデータの分析から５０１

のコード、３５のサブカテゴリー、１３のカテゴリーを抽

出した。以下､コードを「｣、サブカテゴリーをく＞、

カテゴリーを【】で表記する。

１．まだら脱毛に対する心理的変化

１）治療前から終了・社会復帰の段階で常にある心理

l;iUK驚鶴蔓口鹿謁溌迩■蓑動的鍾園意】:対象は治療前に､主
治医より放射線治療についての説明を受け、治療に臨

んでいた。そしてこの時期に、治療に伴うまだら脱毛

の必然性に対する拒否的な言動はなく、＜仕方ないと

いう同意＞やく治療や副作用への覚悟に伴った同意＞

の心理が見られた。この心理は、治療が開始され、実

際にまだら脱毛が起こってからも変わらなかった。む
しろ、対象はより強い口調で、何度も繰り返し思いを

表出するようになり、【まだら脱毛への受動的な同意】
の強まりが考えられた。しかし、治療終了から社会復
帰の段階になると、社会生活での苦悩を表す言葉が多

く語られる一方、【まだら脱毛への受動的な同意】を表
す言葉の口調は弱く、語られる頻度は少なかった。よ

って、受動的な同意は持続していたが、心理は弱まっ
ていたと理解できた。

２）治療前の心理十.］【11iまだ｣ら脱毛U蕊ilの１１謡１期的悲嘆】：こ
の時期は、まだらとは言えく愛着のある髪が抜けると

いう寂しさ＞やくまだら脱毛という制御不能な髪型に

Oまじるわ０こ

脳腫瘍患者の治療法として、増悪・再発予防、根治
を目的とした放射線療法、または、放射線療法と化学
療法の併用療法があり、これらの治療法は全身への副
作用が著しい。そのなかでも脱毛は生命そのものへ直
結する影響は少ないが、患者にとって心身の苦痛が強
い副作用であると考えられる。

化学療法による全身性の脱毛は、一般に知られてお
り、先行研究ではその心理的変化や精神的苦痛の強さ
が明らかにされている。一方、頭皮を介し脳腫瘍へ施
行される放射線療法は脳神経外科特有の治療方法であ
る。そして、副作用の一つとして局所的な「まだら脱

毛」があるが、患者は特に不安を表出することはない

ように思われる。しかし、研究者らは、曰々の看護の
中で、まだら脱毛という特殊な髪型による精神的苦痛
が、患者に潜在しているのではないかと考えた。
脱毛に関する先行研究では、まだら脱毛に対する患
者の心理的変化やその特徴は明らかにされていないの

が現状である。よって、本研究で、放射線療法を受け
る脳腫瘍患者のまだら脱毛に対する心理的変化とその
要因を質的に明らかにしたので報告する。
１．研究方法

１．用語の定義：本研究では、まだら脱毛を、照射部
位と一致する頭髪の局所的な脱毛と定義した。
２対象：脳腫瘍摘出術後に放射線療法を行なった患
者のうち、意識障害や治療開始時の脱毛がなかった脳
腫瘍患者（化学療法併用の場合、脱毛を来たしにくい

薬剤を併用していた脳腫瘍患者）で、治療後６ヶ月以
内、かつ、研究参加の同意を得られた男性３名、女性
４名、計７名であった。年齢は４２～６８歳、平均年齢
52.4歳であった。

８．調査期間：平成１６年７月～８月。

４．データ収集方法：半構成的質問で構成した面接ガ
イドに沿って、放射線治療前･中･後それぞれでまだら

脱毛に対してどう思ったかを聞いた。各面接はプライ

バシーの保持できる個室で、研究者２名が１時間程度
行なった。また、面接内容は対象者の許可を得てＭＤ
レコーダーに録音した。

５．データ分析方法：質的研究のアプローチの手順に
沿い、ｌ）面接内容から逐語録を作成し、逐語録を読み
返しながら、同じ内容について語られている部分で区

切りコード化を行なった。２）対象ごとに、治療前･中.
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鰯鰯病院､特に脳神経外科は、「頭部に傷や剃毛、
脱毛のある患者が多い環境」でありく病院というまだ

ら脱毛を肯定する環境＞と言える。一方、一般社会で

は、「脱毛は、癌や哀れみの象徴」であり、＜一般社会

というまだら脱毛を気にしなければならない環境＞で

ある。対象は、それぞれの環境における他者からの認

識を気にしていた。特に、＜病院というまだら脱毛を

肯定する環境＞は【まだら脱毛への受動的な同意】の

ポジティブな要因となり、逆に、＜一般社会というま

だら脱毛を気にしなければならない環境＞は、治療終

了から社会復帰までの【まだら脱毛への受動的な同意】

を弱めるネガティブな要因となっていた。

(a)騨鱗蝋ｌｉ蝋蓬溌麟蝋蝋蝋蝋麟
議i翻獅:治療中､まだら脱毛が生じてからは【ポデ
ィイメージの変化に対する抵抗】が抽出されたが、ま

だら脱毛という副作用は「苦痛の度合いが低い』ある

いは『苦痛がない』と対象は語っており、他の副作用

に比べ､まだら脱毛への関心は低かった｡具体的には、

「身体的苦痛の方が強い｣、「身体症状出現への不安」

といつたく身体的副作用による苦痛に集中した思考＞

やく社会復帰への渇望に集中した思考＞が、まだら脱

毛より高い関心であった｡また､治療の終盤になると、

「身体症状が軽減し、社会復帰への目途が立った」ケ

ースが多くく患者役割行動からの離脱に伴う社会生活

への強い関心＞が起こっていた。治療終了から社会復

帰の段階になるとく治療･入院生活からの開放による

喜び＞が大きくなっていた。これらのまだら脱毛より

高い関心事があることで、まだら脱毛というポディイ

メージの変化に意識が集中せず、【まだら脱毛への受

動的な同意】を維持することができていた。

(4)j醗職j蝋|議議鱗L迩霧鰯l塞麟係薩勵
､る葱の】:対象は治療前から治療終了.社会復帰にかけ、
＜家族からの肯定的な理解＞とく精神的サポート＞を

受けており、【まだら脱毛への受動的な同意】の要因と

なっていた。

(5)脳慰讃どの議鬘醗巴瀞璽礎鼠麿關譲る■}塾の】:｢自
分は軽症」というく自己を楽観視できる他患者との関

わり＞やく他患者からの精神的サポート＞があり、

【まだら脱毛への受動的な同意】の要因となっていた。

(6)Jll【蕊饗議蝋i憲護灘iii嫌鰯鱗撚l蕊迄】:看護に
対しては、＜看護師が病状を理解し対処してくれる安

心感＞、＜いつでも話を聴いてくれる看護師の関わり

＞、「元気や明るさ」といつたくポジティブな気持ちに

させてくれる看護師の関わり＞の心理が抽出され、

【まだら脱毛への受動的な同意】の要因となっていた。

２）【普遍化への願望】の要因

｢L畷鰯漉裏凝iili鰯j鰯雲薗饗劃獲蕊筵關}ずろ壱
の】:治療終了から社会復帰の段階になると、＜仕事や

家庭上の役割復帰への使命感＞を強く認識していた。

また、「まだら脱毛による仕事や対人関係への危倶｣と

いつたくまだら脱毛を隠さなければならない状況＞を

蕊蕊艤蕊
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具体的に想像したり、現実化されるようになるため、
社会生活を送ることへの苦悩を表す【普遍化への願望】
の心理を抱くようになっていた。

3）他の心理的変化は、まだら脱毛というエピソードに

対する変化であり、特徴的な要因は見られなかった。
Ⅲ、考察

Ｌ放射線治療前の看護

脱毛は身体的自己の喪失であり不安定な心理状態を

生じさせるものｌ)の－つである。本研究でも、まだら
脱毛が生じた前後で同様の心理があり、実際に脱毛が

生じてからは【ポディイメージへの変化への抵抗】の
心理があった。しかし、対象は治療を拒否せず、治療
効果の目安であると冷静に受け止めていた。このこと
は､まだら脱毛という喪失への不安はあるものの、“人

間の持つ最も根源的な不安である死に対する不安'’２)、
つまり、脳腫瘍による生命そのものへの危機感の方が
強く、＜仕方ないという同意＞とく治療や副作用への

覚悟に伴った同意＞しか選択する余地のない対象の切
羽詰った心理と考えられた。

化学療法の副作用による脱毛は、先に、化学療法前
から後で関心は高く精神的ダメージが大きい3)、自己

イメージの変化を受け入れられないことが多い０と述

べられている。しかし、本研究ではまだら脱毛への関

心や精神的ダメージは低く、まだら脱毛を治療効果の

目安として、冷静に受け止めることができており、違

いが見られた。この理由として、化学療法は病名告知
と治療の説明が同時であり、疾患へのショックが大き

い状態のため理解が不十分になっている５)一方、放射
線療法の説明は、病名告知から開頭手術を経て状態が
安定してから行なわれ、対象は疾患を受け止めた上で

説明を受けるという、治療前の脱毛に対する理解の準
備状態に違いがあるためと考えられた。このことより、
治療前患者が【まだら脱毛への受動的な同意】の心理
を持つことの重要性が示唆され、看護師は放射線療法
の導入前から患者の精神面に関わり、疾患への理解や
説明を受ける前の心の準備状態、及び、治療やまだら

脱毛を含めた副作用に関する説明後の理解状況を把握

し、納得して治療に臨めるよう援助する必要があると
考えられた。

２．放射線治療中の看護

化学療法は治療期間が長く、また、患者の治療拒否
の原因にもなっている6)。また癌患者になることへの

抵抗や不安、再認識を起こす要因になっている７)と言

われており、ネガティブに捉えられている印象を受け

る。一方、放射線治療は短い治療期間で、治療終了後
は退院となることが多い。それ故に、自己の関心をま

だら脱毛へ向けるのではなく、退院後の生活といった

次のステップや目標に向け、ポジティブに思考するこ

とができていたと考えられた。このことより、看護と
して、治療を継続していく為に患者の目標への決心を
支持することが重要であると考えられた。

３．放射線治療終了から社会復帰の看護

この時期は、自己の容姿を整えながら社会復帰する

ことを具体的に考え、対処しなければならず、対象は

まだら脱毛に対しての受け入れと自己への抵抗、他人

と同じようになりたいという願望といった様々な心理

で揺れ動いていた。よって、自己を否定的に捉えやす

く精神的なサポートのニードがあると考えられる。そ

して、看護として、患者の思いに寄り添い、退院後の

生活や容姿の工夫等について共に考え、患者が自己決

定し、また前向きな思考を維持できるよう意図的に関

わることの必要性が示唆された。

ｒｖ－糸告F言含

１．まだら脱毛への特徴的な心理として【まだら脱毛

への同意】、【普遍化への願望】が明らかになった。

２．【まだら脱毛への受動的な同意】は治療前から治療

終了･社会復帰の段階で常に見られた。

３．【まだら脱毛への受動的な同意】を支える要因は、

【疾患やまだら脱毛への理解】、【まだら脱毛患者に対

する他者からの認識】、【治療中におけるまだら脱毛よ

り高い関心事】、【サポートを受けることのできる家族

関係】、【他患者との肯定的な相互作用】、【心を許せる

看護師の存在】に関するものであった。

４．【普遍化への願望】の要因は、【まだら脱毛状態で

の社会的役割復帰に関するもの】であった。

糸冬才つ０つ０こ

本研究の対象は７名であったため、一般化には限界

があり、今後は対象を拡大して検討する必要がある。
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表１まだら脱毛への心理 表２まだら脱毛への心理的変化への要因
カテゴリーサプカテゴリー カテゴリー ｌｻﾌﾟｶﾃｺﾞﾘｰ

治療やﾛl作用への覚悟に伴った同意「tFWFえばできていた｣、「どうせ生えてくる」

愛着のある髪が抜けるという寂しさ「まだら脱毛であっても毛が抜けて寂しい」

まだら脱毛が間近に迫ってし､る緊迫感脱毛が迫ってくる」、｢もどかしい」

社会復帰渇望に集中した思考「早く拾して家に帰りたい｣、「－が終われば家に冊

家族からの精神的サポート］
一
つ

他患者からの桁神的サポート「同室患者との会話が励ましになった｣、「心強かった」

毛髪再生への願望 ｢毛が早く生えて欲しい｣、「早く生え揃って欲しい」

要因：1

思
い
の
強
さ

八
Ⅱ

要因：⑦
図lまだら脱毛 ﾛ

カテゴリー サプカテゴリー 代表的なｺード

まだら脱毛への

受動的な同意

仕方ないという同意

治療や副作用への覚悟に伴った同意

『医師の賭を聞いてから締めてし､た｣、｢仕方ない」

｢お動いせするしかない｣、『､Hき直っていた」

｢命優先でそれどころではない」

｢心#りえはできていた｣、「どうせ生えてくる」

まだら脱毛への

予期的悲嘆

愛着のある髪が抜けるという寂しさ

まだら脱毛という制御不能な髪型

になることへの抵抗感

まだら脱毛への暖味なｲメージ

｢まだら脱毛であっても毛が抜けて寂しい」

｢抜けたあとのことを考えると抵抗感がある」

｢全部抜けてくれたらいい｣、｢頭髪はあって当然」

｢脱毛範囲や丑．抜け方に対してﾖ且像っ力ない」

｢変になったら坊主にしようか」

まだら脱毛が

起こらないことへの苛立ち

まだら脱毛が間近に迫って1,､る緊迫感

治療効果の目安である､まだら脱毛が

起こらないことに対する焦り

｢脱毛が迫ってくる恐IHi｣、｢もどかしい」

｢放射線が効いてないのではないか」

｢なかなか起こらな',略どかしさ」

まだら脱毛が起こる衝撃 自分の想像以上に容赦ない

まだら脱毛への驚き

まだら脱毛という容姿への一時的な驚き

｢思っていたより多く抜けた」

｢広範囲に抜けた｣、｢抜けるスピードが速い」

｢見た目に鷲1,,た｣､｢想像していた姿と違った」

ポディイメージの変化

への抵抗

まだら脱毛状態の不自然さ

からくる違和感

まだら脱毛により以前の自分を

失った喪失感

部分的ではあるが髪そのものを

失った喪失感

まだら脱毛である自分を

見たくないという拒絶RE

他者にまだら脱毛である自分を

見られたくないという差恥心

｢触ると､抜けたところとの差が激しい｣、｢寒い」

｢ついつい気になって頭部を触ってしまう」

｢みじめ」

｢髪が抜けて寂しい」

｢変な髪形だ｣、｢抜け毛が汚し､｣、「見苦しい」

｢恥ずかしい｣、「他の人には見られたくない」

普遍化への願望 外見上まだら脱毛を

隠せることへの安堵

毛髪再生への願望

まだら脱毛の特殊性による

社会の中での疎外感

｢思ったより早く生えてよかった｣、「隠せてよかった」

部分的だから｢帽子をかぶると普通に見える

｢毛が早く生えて欲しい』、「早く生え揃って欲しい」

｢脱毛自体､特殊｣、｢部分的に抜けて髪型が特殊」

｢脱毛＝癌のイメージ｣、「人に気を遭われる」

カテゴリー サプカテゴリー 代表的なコード

①疾

理解

患やまだら脱毛への

に関するもの

脳駐傷による

生命そのものへの危機感

治療後髪型を再び

欄御できることへの保柾

医師からの納得のできる説明

｢治療が最優先｣、｢脳腫襲の予後に対して不安がある」

｢まだら脱毛を治療効果の目安にしている」

｢まだら脱毛は一時的なものであり再生への保障がある」

｢部分的であり､残る頭髪があるので安心している」

｢元々ハゲを肯定する価値観に伴う楽観的評価」

｢主治医から厳しく分かりやすい説明があった」

｢主治医への信頼がある」

②まだら脱毛患者に対する他渚

からの認厳に関するもの

病院というまだら脱毛を肯定する環境

一般社会というまだら脱毛を

気にし】heければならない環境

｢まだら脱毛への偏見のない､一般社会から離れた環境」

｢脳神経外科は､頭部に催や剃毛､脱毛のある環境」

｢脱毛は､がんや哀れみの象徴だ」

｢まだら脱毛は普通ではなく特殊」

③治療中におけるまだら脱毛

より高い関心事に関するもの

身体的副作用による苦痛に集中した

思考

社会復帰への渇望に集中した思考

患者役自1行動からの離Euに伴う

社会生活への強い関心

治療･入院生活からの

開放による喜び

｢吐き気やf1i怠感などが強く､それどころではない」

｢いつ身体症状が出るのかという不安の方が大きかった」

｢早く拾して家に帰りたい｣、｢これが終われば家に帰れる」

｢放射線治療の終盤になると身体症状が軽減した」

｢社会復帰への目途がたった｣、｢治療は楽だった」

｢輔神的な開放感｣、「自分らしい安寧な生活ができる」

④サポートを受けることのできる

家族関係に関するもの

家族からの肯定的な理解

家族からの精神的サポート

｢病気やまだら脱毛の自分を受け入れてくれた」

｢分かってくれた」

｢励ましてくれた｣、「一緒にいてくれた」

⑤他患者との肯定的な相互

作用に関するもの

自己を楽観視できる

他患者との関わり

他患者からの粉神的サポート

｢同じ治療中をしている他患者はいなかった」,

｢他患者の辛い姿を見なくて済んだ」

｢自分は軽症の方だった」

｢同室患者との会飴が励ましになった｣、｢心強かった」

⑥心を許せる看護師の存在

に関するもの

看護師が病状を理解し

対処してくれる安心感

いつでも話を聞いてくれる

看護師の関わり

ポジティブな気持ちにさせてくれる

看麓師の関わり

｢入院していてよかった｣、「何かあったら対応してくれる」

｢病状を分かっていてくれる」

｢話しやすい｣、「聞いてくれる｣、「声をかけてくれる」

｢元気になる｣、｢気分転換になる｣、｢明るい」

⑦まだら脱毛状態での社会的

投書Ｉ復帰に関するもの

仕事

役割

や家庭上の

復帰への使命感

まだら脱毛を

隠さなければならない状況

｢仕事や家庭がある」

｢自分の病気を知らない人が多い」

｢まだら脱毛は仕事上の支障｣、「対人関係への危倶」


